


神山町議会 ������ �� �� ��
１２月定例会は、平成２６年１２月１６日から２２日まで７日間の会期で開催した。提出議案は、２６
年度補正予算専決１件、２６年度補正予算６件、条例の制定専決１件、条例の一部改正２件、
変更請負契約の締結３件、議会発議案４件など１７議案を審議し、すべて承認、可決、採択、
決定した。
一般質問では４議員が登壇し（７～１０ページに掲載）それぞれ町の考えを質問した。

掲 載 頁

３頁

４－５頁

４－６頁

４－６頁

７－１０頁

※第２日は議事日程の都合、５日・６日は休日により休会とした。

平 成２６年１２月 定 例 会 議 案 事 項

町長から行政報告

条例の制定 【上程・審議・承認】
・中国残留邦人等の円滑な帰国の促進及び永住帰国後の自立の支援に関する
法律の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制
定について

一般会計補正予算（第５号）について 【上程・審議・承認】
一般会計補正予算（第６号）について 【上程・審議保留】
特別会計補正予算について
（国民健康保険・簡易水道事業・介護保険・後期高齢者医療）

【上程・審議保留】

変更請負契約の締結 【上程・審議・可決】
・神山町デジタル防災行政無線施設整備工事（第２期）変更請負契約の締結
について
・平成２５年度中央簡易水道施設設備工事（中央配水池）変更請負契約の締結
について
・平成２６年度神山町簡易水道集中監視システム更新事業変更請負契約の締結
について

条例の一部改正 【上程・審議・可決】
・神山町国民健康保険条例の一部改正について
・職員の給与に関する条例の一部改正について

議員研修 講義「生活習慣病予防～野菜摂取量アップ～」

西崎議員 坂口議員
一般質問

森本議員 木元議員

第１日保留議案の審議 【審議・可決】
一般会計補正予算（第７号）について 【上程・審議・可決】

請願書について 【審議・可決】
・公共施設等への LPガス設備の導入に関する請願について
・「手話言語法（仮称）」の制定を求める請願書について

その他（議員派遣・委員会の閉会中の継続調査） 【上程・可決】

日

第
１
日

第
３
日

第
４
日

第
７
日

��� � � �
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●
２７
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
い
て

平
成
２７
年
度
の
地
方
交
付
税
は
国
の

概
算
要
求
は
、
１６
兆
４
５
０
億
円
で
昨

年
度
よ
り
、
８
４
０
５
億
円
の
減
と
な

り
、
今
後
の
地
方
財
政
は
き
わ
め
て
厳

し
い
状
況
が
予
想
さ
れ
る
。

来
年
度
に
は
国
勢
調
査
が
実
施
さ

れ
、
地
方
交
付
税
の
算
定
基
準
も
厳
し

く
な
る
こ
と
か
ら
、
何
が
必
要
か
、
何

を
な
す
べ
き
か
、
よ
く
吟
味
し
な
が

ら
、
計
画
的
な
予
算
計
上
を
し
、
健
全

財
政
の
確
立
を
念
頭
に
取
り
組
み
た

い
。

●
老
人
ホ
ー
ム
に
太
陽
光
発
電

県
事
業
で
、
県
公
共
施
設
発
電
設
備

設
置
事
業
を
利
用
し
て
設
置
す
る
。

●
職
員
給
与
引
き
上
げ
に
つ
い
て

８
月
に
７
年
ぶ
り
の
人
事
院
勧
告
に

よ
り
、
給
与
関
係
の
予
算
計
上
及
び
関

係
条
例
の
一
部
改
正
を
行
う
。
ま
た
１０

月
よ
り
公
務
員
も
民
間
企
業
と
同
じ
く

厚
生
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
給

与
シ
ス
テ
ム
の
変
更
も
行
う
。

●
若
者
定
住
住
宅
対
策
と
し
て

昨
年
度
、
移
住
者
の
方
向
け
に
空
家

改
修
補
助
制
度
を
創
設
し
た
。

本
年
度
は
、
現
在
町
内
で
暮
ら
し
て

い
る
方
、
U
タ
ー
ン
者
を
対
象
に
家
の

新
築
、
増
改
築
、
家
建
築
の
た
め
の
土

地
購
入
の
場
合
に
、
助
成
金
制
度
を
創

設
す
る
。

●
東
大
ネ
ッ
ト
ア
カ
デ
ミ
ー

w
e
b
会
議
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
、

現
役
東
大
生
の
講
師
に
よ
る
ラ
イ
ブ
授

業
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
双
方
向
の
授
業
を

行
い
、
学
力
の
向
上
を
目
指
す
。

今
年
度
中
学
３
年
生
を
対
象
に
授
業

を
行
う
。

●
学
校
施
設
の
修
繕
行
う

地
域
住
民
の
活
動
拠
点
と
な
っ
て
い

る
、
休
校
中
の
小
中
学
校
の
大
規
模
修

繕
が
出
来
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
本

年
、
阿
川
小
学
校
、
下
分
小
学
校
の
屋

上
防
水
工
事
、
左
右
内
小
学
校
体
育
館

修
繕
設
計
を
行
う
。

●
災
害
対
策
に
つ
い
て

除
雪
、
崩
土
の
取
り
除
け
用
に
、
県

が
上
分
地
区
に
タ
イ
ヤ
シ
ョ
ベ
ル
を
２

台
配
備
す
る
。

行行 政政 報報 告告（（町町 長長））

写真：東大ネットアカデミー
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補補正正予予算算・・条条例例制制定定・・条条例例改改正正・・契契約約締締結結

補正予算・条例制定・条例改正・契約締結等の主な内容

◎補正予算

平成２６年度一般会計補正予算（６号）

・時間外勤務手当 ５００万円

・給与システム変更作業委託料 １８９万円

・ヘリポート整備工事 ３００万円

・緊急避難場所設置備品購入費 ２１１万円

◎条例制定、一部改正

・中国残留邦人等の円滑な帰国の促進及び永住帰国後の自立の支援に関する法律の一

部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について

・職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

職員の給与、通勤手当を改める。

◎変更請負契約締結

・神山町デジタル防災行政無線施設設備工事（第２期）変更請負契約の締結について

請負契約中「契約金額２６１，９００，０００円うち取引に係る消費税及び地方消費税の

額１９，４００，０００円」を「契約金額２７４，７２０，０９２円うち取引に係る消費税及び地方消

費税の額２０，３４９，６３６円」に改める。

◎補正予算

平成２６年度一般会計補正予算（５号）【専決】

・衆議院議員総選挙費 ６２９万円

平成２６年度一般会計補正予算（６号）

・農業委員会委員一般選挙費 △２６９万円

・知事選挙、県議会議員一般選挙費 ３６１万円

（ ）は予算総額

平成２６年度補正予算

一般会計（第５・６・７号）補正額 １億１５９２万円（５０億９３８０万円）

国民健康保険特別会計（第３号）補正額 １７２万円（９億７７７１万円）

簡易水道事業特別会計（第２号）補正額 ０円（５億８６２８万円）

介護保険特別会計（第３号）補正額 １１５万円（９億８７６６万円）

後期高齢者医療特別会計（第２号）補正額 ９万円（１億２６０１万円）

予算合計 補正額 １億１８８８万円

総

務

課

住

民

課
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補正予算・条例制定・条例改正・契約締結等の主な内容

◎補正予算

平成２６年度一般会計補正予算（６号）

・国民健康保険特別会計操出金 １７２万円

平成２６年度国民健康保険特別会計補正予算（３号）

・高額医療費制度改正対応作業委託料 １７３万円

・一般被保険者療養費 １２０万円

◎条例一部改正

・神山町国民健康保険条例の一部を改正する条例

被保険者が出産したときの出産育児一時金３９０，０００円を４０４，０００円に改める。

◎補正予算

平成２６年度一般会計補正予算（６号・７号）

・県単林道工事 ６６６万円

・県単治山工事 １８１万円

・橋りょう点検業務委託料 ３００万円

・現年林道災害復旧工事測量設計委託料 ４００万円

・現年林道災害復旧工事 ２０００万円

・現年林道災害復旧工事測量設計委託料 ５００万円

平成２６年度簡易水道事業特別会計補正予算（２号）

・漏水管修繕料 ３２３万円

◎変更請負契約締結

・平成２５年度中央簡易水道施設設備工事（中央配水池）変更請負契約の締結について

請負契約中「契約金額１３１，０５４，７００円うち取引に係る消費税及び地方消費税の

額６，２４０，７００円」を「契約金額１３８，２１６，２４０円うち取引に係る消費税及び地方消費

税の額１０，２３８，２４０円」に改める。

・平成２６年度神山町簡易水道集中監視システム更新事業変更請負契約の締結について

請負契約中「契約金額１１６，６４０，０００円うち取引に係る消費税及び地方消費税の

額８，６４０，０００円」を「契約金額１３１，５３３，２００円うち取引に係る消費税及び地方消費

税の額９，７４３，２００円」に改める。

◎補正予算

平成２６年度一般会計補正予算（６号）

・老人ホーム太陽光発電設備等設置工事設計・管理業務委託料 ２５０万円

・老人ホーム太陽光発電設備等設置工事費 ２３００万円

・老人保護施設保護措置費 ３７９万円

平成２６年度介護保険特別会計（３号）

・時間外勤務手当 ２０万円

税
務
保
険
課

建

設

課

健
康
福
祉
課
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名
西
消
防
組
合
議
会

平
成
２６
年
第
２
回
定
例
会

第
２
回
定
例
組
合
議
会
は
、
平
成

２６
年
１２
月
２４
日
に
名
西
消
防
組
合
消

防
本
部
で
開
催
し
た
。

本
定
例
会
で
は
、
条
例
の
一
部
改

正
３
件
、
２５
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
、
２６
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）
を
審
議
し
、

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
、
承
認
、
可

決
、
認
定
し
た
。

承
認
、
可
決
、
認
定
し
た
議
案
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

○
名
西
消
防
組
合
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
（
専
決
）

○
名
西
消
防
組
合
職
員
の
分
限
に
関

す
る
手
続
き
及
び
効
果
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

○
名
西
消
防
組
合
火
災
予
防
条
例
の

一
部
改
正

○
平
成
２５
年
度
名
西
消
防
組
合
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算

歳
入
総
額
５
億
６
９
５
６
万
円
、

歳
出
総
額
５
億
５
８
１
７
万
円
、
歳

入
歳
出
差
引
額
８
４
１
万
円
、
繰
越

明
許
費
繰
越
額
２５
万
円
、
実
質
収
支

額
１
１
１
４
万
円
を
認
定
し
た
。

○
平
成
２６
年
度
名
西
消
防
組
合
一
般

会
計
補
正
予
算
（
１
号
）

９
２
４
万
円
を
追
加
し
４
億

９
１
９
５
万
円
と
し
た
。

◎補正予算
平成２６年度一般会計補正予算（６号）
・青年就農給付金 ７５万円
・陰切り助成事業補助金 ４０万円
・とくしま明日の農林水産業づくり事業補助金 １０２万円

◎補正予算
平成２６年度一般会計補正予算（６号）
・双方向遠隔ライブ授業委託料 ４３万円
・双方向遠隔ライブ授業用備品 ５８万円
・小学校校舎防水工事設計業務委託料（阿川小学校、下分小学校） １１９万円
・小学校体育館屋根塗装工事設計業務委託料（左右内小学校） ７６万円

・公共施設等への LPガス設備の導入に関する請願について
大規模災害発生時に避難所となる公共施設の LPガス器具の常設化

・「手話言語法（仮称）」の制定を求める請願書について
「手話言語法（仮称）」の制定を国に働きかけること。また意見書の国及び関係機関
への提出

・地域林業・地域振興の確立に向けた「山村振興法」の延長と施策拡充に係る意見書につ
いて
・「森林・林業基本計画」の推進に係る意見書について

補正予算・条例制定・条例改正・契約締結等の主な内容

産
業
観
光
課

教
育
委
員
会

議
会
発
議
案

消消
防防
議議
会会

神山町消防出初め式（１月４日）

�かかみみややまま議議会会だだよよりり



質
問

①

神
山
の
地
域
資
源
、
活
発
な
地
域

活
性
化
活
動
等
を
活
用
し
た
、
体
験

型
修
学
旅
行
の
受
入
れ
に
つ
い
て
。

�
県
内
に
も
海
部
郡
３
町
、
三
好
美

馬
地
区
で
取
り
組
み
事
例
が
あ

る
。

�
計
画
や
メ
ニ
ュ
ー
作
成
、
民
泊
等

に
つ
い
て
は
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
や
、
過
去
の
地
域
活
動
実
績
か

ら
し
て
、
本
町
の
得
意
分
野
で
は

な
い
か
。

�
交
流
人
口
対
策
の
中
で
も
、
一
過

性
で
は
な
く
継
続
し
た
効
果
も
、

期
待
出
来
る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁
（
町
長
）

義
務
教
育
の
過
程
で
修
学
旅
行

や
、
授
業
の
一
環
と
し
て
、
田
舎
体

験
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
思

い
は
持
っ
て
い
る
。
民
泊
で
都
会
に

な
い
新
鮮
な
体
験
が
、
出
来
る
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。
今
後
地
方
創
生

の
中
で
、
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
思
う

の
で
、
前
向
き
に
検
討
を
進
め
る
。

質
問

②

町
長
の
心
身
健
康
づ
く
り
の
質
問

要
旨
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
、

ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
、
薬
物
依
存
症

の
患
者
や
家
族
の
支
援
強
化
と
、
依

存
症
か
ら
の
脱
却
の
為
の
、
有
効
な

対
応
啓
発
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

�
本
人
に
心
の
病
気
で
あ
る
と
い
う

認
識
が
な
く
、
家
族
や
周
辺
地
域

の
課
題
と
も
な
る
、
ア
ル
コ
ー
ル

依
存
症
は
飲
酒
運
転
と
い
う
、
反

社
会
的
行
為
と
表
裏
一
体
の
危
惧

も
あ
る
。
町
内
の
実
態
と
脱
却
の

た
め
の
対
応
策
と
、
取
り
組
ん
だ

実
績
は
ど
の
様
な
も
の
が
あ
る
の

か
。

答
弁
（
町
長
）

実
態
の
把
握
が
難
し
い
こ
と
も
あ

り
、
専
門
の
相
談
窓
口
は
置
い
て
い

な
い
。

答
弁
（
健
康
福
祉
課
長
）

特
定
健
康
診
査
受
診
者
問
診
票
で

は
、
１
日
当
り
、
日
本
酒
３
合
以
上

の
多
量
飲
酒
者
は
１
・
５
％
で
あ
る

が
表
面
に
出
て
い
る
の
は
一
部
と
思

わ
れ
る
。
ギ
ャ
ン
ブ
ル
に
つ
い
て
は

把
握
し
て
い
な
い
。
依
存
者
の
依
存

脱
却
の
対
応
は
専
門
的
な
対
応
が
必

要
で
難
し
い
要
件
が
多
い
。
実
績
と

し
て
は
、
特
定
検
診
に
よ
る
該
当
者

に
、
訪
問
指
導
を
し
て
い
る
。
又
啓

発
冊
子
を
全
戸
配
布
し
て
い
る
。
今

後
は
専
門
医
を
招
い
て
講
義
を
計
画

し
て
い
る
。
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
で

相
談
が
あ
っ
た
件
で
は
、
専
門
医
へ

の
つ
な
ぎ
紹
介
、
毎
月
１
回
の
自
己

指
導
と
訪
問
指
導
を
、
電
話
で
の
相

談
も
随
時
実
施
し
て
い
る
。

質
問

③

バ
ス
路
線
の
旧
国
道
や
、
町
道
沿

い
の
個
人
が
所
有
、
管
理
す
る
生
垣

や
、
果
樹
等
の
公
道
へ
の
枝
葉
の
張

出
し
に
つ
い
て
の
適
正
管
理
に
つ
い

て
。

答
弁
（
町
長
）

町
内
に
、
か
な
り
の
箇
所
で
指
摘

の
実
態
が
あ
る
と
思
う
。
適
正
管
理

に
つ
い
て
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
や
、
陰
切
り
助
成
制
度
等
々
の

手
法
紹
介
を
含
め
「
広
報
か
み
や

ま
」
等
で
啓
発
を
し
て
い
き
た
い
。

一 般 質 問

①地域資源や全国発信できる活動等を活用した、体験型観光
（小中修学旅行の受入れについて）

②町民の心身健康づくりの課題解決の取り組みについて
③バス路線の旧国道や町道沿いの個人所有管理する、生垣等の適
正管理について

答弁 ①町長 ②町長・健康福祉課長 ③町長

西
崎
哲
夫
議
員

安全のため生垣の適正管理を

第第２２４４号号
平平成成２２７７年年２２月月１１３３日日発発行行�



質
問

①

神神
山山
町町
内内
でで
木木
質質
燃燃
料料
ペペ
レレ
ッッ
トト

をを
製製
造造
・・
販販
売売
すす
るる
協協
同同
組組
合合
「「
ココ

リリ
キキ
ヤヤ
」」
がが
事事
業業
をを
始始
めめ
るる
よよ
うう
でで

ああ
るる
がが
、、
農農
業業
所所
得得
向向
上上
のの
たた
めめ
、、

ペペ
レレ
ッッ
トト
をを
利利
用用
のの
専専
用用
ボボ
イイ
ララ
ーー

ビビ
ニニ
ーー
ルル
ハハ
ウウ
スス
等等
のの
設設
備備
にに
対対
しし

てて
助助
成成
すす
るる
考考
ええ
はは
なな
いい
かか
。。

答
弁
（（
町町
長長
））

木木
質質
燃燃
料料
のの
利利
活活
用用
にに
つつ
いい
てて
のの

必必
要要
性性
はは
、、
考考
ええ
てて
いい
たた
とと
ここ
ろろ
でで

ああ
るる
。。

ペペ
レレ
ッッ
トト
のの
製製
造造
・・
販販
売売
がが
開開
始始

ささ
れれ
れれ
ばば
、、
加加
温温
ハハ
ウウ
スス
すす
だだ
ちち
のの

専専
用用
ボボ
イイ
ララ
ーー
等等
、、
資資
機機
材材
へへ
のの
助助

成成
にに
つつ
いい
てて
、、
国国
・・
県県
のの
補補
助助
等等
をを

研研
究究
しし
なな
がが
らら
進進
めめ
てて
いい
くく
。。

質
問

②

今今
冬冬
、、
県県
西西
部部
のの
三三
好好
地地
方方
でで
はは

雪雪
害害
でで
、、
大大
変変
困困
っっ
たた
よよ
うう
でで
ああ
るる

がが
、、
ここ
のの
ここ
とと
をを
教教
訓訓
とと
しし
てて
のの
対対

策策
はは
考考
ええ
てて
いい
るる
のの
かか
。。

答
弁
（（
町町
長長
））

被被
災災
状状
況況
をを
いい
ちち
早早
くく
掌掌
握握
しし
、、

適適
切切
にに
対対
処処
すす
るる
ここ
とと
、、
そそ
しし
てて
常常

日日
頃頃
よよ
りり
地地
域域
のの
人人
、、
消消
防防
団団
員員
、、

民民
生生
委委
員員
のの
協協
力力
体体
制制
をを
確確
立立
しし
てて

おお
くく
ここ
とと
がが
大大
切切
でで
ああ
りり
、、
自自
主主
防防

災災
組組
織織
のの
結結
成成
のの
推推
進進
にに
取取
りり
組組
んん

でで
いい
くく
。。

質
問

③

小小
学学
５５
年年
生生
とと
中中
学学
２２
年年
生生
のの
体体

力力
調調
査査
がが
全全
国国
でで
実実
施施
ささ
れれ
たた
がが
、、

神神
山山
町町
のの
調調
査査
結結
果果
はは
どど
うう
でで
ああ
っっ

たた
かか
。。

まま
たた
、、
前前
にに
実実
施施
ささ
れれ
たた
全全
国国
学学

力力
テテ
スス
トト
とと
体体
力力
調調
査査
とと
のの
関関
連連
性性

にに
つつ
いい
てて
のの
考考
ええ
をを
聞聞
きき
たた
いい
。。

答
弁
（（
教教
育育
長長
））

神神
山山
町町
のの
小小
学学
生生
のの
結結
果果
はは
、、
男男

子子
はは
全全
国国
平平
均均
よよ
りり
５５
ポポ
イイ
ンン
トト
高高

いい
。。
女女
子子
はは
全全
国国
平平
均均
よよ
りり
８８
ポポ
イイ

ンン
トト
高高
いい
結結
果果
とと
なな
っっ
てて
いい
るる
。。

中中
学学
生生
男男
子子
でで
はは
、、
全全
国国
平平
均均
よよ

りり
６６
ポポ
イイ
ンン
トト
高高
くく
、、
中中
学学
生生
女女
子子

はは
００
・・
３３
ポポ
イイ
ンン
トト
低低
いい
結結
果果
がが
でで

てて
いい
るる
。。

学学
力力
テテ
スス
トト
のの
全全
国国
１１
位位
はは
小小
中中

学学
校校
とと
もも
にに
福福
井井
県県
でで
ああ
りり
、、
体体
力力

調調
査査
もも
小小
中中
学学
校校
とと
もも
にに
福福
井井
県県
でで

ああ
るる
ここ
とと
かか
らら
、、
関関
係係
がが
なな
いい
とと
はは

言言
いい
切切
れれ
なな
いい
。。

一 般 質 問

①木質燃料利用助成について
②雪害対応について
③小学５年・中学２年の体力測定結果につ
いて

答弁（町長、教育長）

坂
口
一
之
議
員

写真：雪の東宮山
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質
問

①

県
道
石
井
神
山
線
の
歯
ノ
�
地
区

に
は
、
住
宅
が
続
い
て
い
る
割
に
夜

間
の
照
明
等
が
少
な
く
、
学
生
の
通

学
路
と
も
な
っ
て
い
る
の
で
、
安
全

面
で
心
配
で
あ
る
。
照
明
灯
の
新
設

は
で
き
な
い
も
の
か
と
、
要
望
が
あ

る
が
ど
う
で
あ
る
か
。
ま
た
最
近
の

要
望
に
対
す
る
設
置
数
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

答
弁
（
町
長
）

地
元
の
要
望
に
対
し
て
、
応
え
ら

れ
て
な
い
現
実
が
あ
る
。
町
と
し
て

も
県
に
要
望
し
て
い
る
が
、
こ
こ
数

年
来
進
ん
で
い
な
い
。
ま
た
四
国
電

力
さ
ん
が
、
毎
年
２
基
程
度
ご
寄
付

を
頂
い
て
い
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て

も
現
在
な
い
。
原
発
が
稼
動
し
て
い

な
い
と
い
う
、
社
内
経
営
状
況
と
い

う
の
も
あ
り
、
町
へ
の
割
り
当
て
は

な
い
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

答
弁
（
建
設
課
長
）

現
在
神
山
町
に
県
が
管
理
し
て
い

る
国
道
、
県
道
に
照
明
灯
は
２
８
９

基
あ
り
、
過
去
５
年
間
で
２７
基
設
置

さ
れ
て
い
る
が
、
内
８
基
は
景
気
対

策
に
よ
る
も
の
で
残
り
は
、
道
路
改

良
工
事
に
伴
う
も
の
で
あ
る
。
現
在

１９
箇
所
の
要
望
が
あ
り
、
県
に
要
望

し
て
い
る
が
、
１
基
も
つ
け
て
く
れ

て
い
な
い
と
い
う
状
況
で
あ
る
が
、

今
後
も
要
望
を
し
て
ま
い
り
た
い
。

質
問

②

町
長
の
任
期
も
あ
と
３
カ
月
と
な

り
こ
の
４
年
間
を
振
り
返
り
、
自
分

自
身
で
の
評
価
点
、
ま
た
任
期
満
了

後
の
身
の
処
し
方
に
つ
い
て
。

答
弁
（
町
長
）

評
価
は
、
自
ら
申
し
上
げ
る
べ
き

で
は
な
い
と
思
う
の
で
差
し
控
え
た

い
。
や
り
残
し
た
点
は
産
業
振
興
、

若
者
向
け
定
住
住
宅
等
で
あ
る
。

産
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
県
、

Ｊ
Ａ
、
町
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
な
が
ら

進
め
て
き
た
が
、
成
果
に
つ
い
て
は

ま
だ
道
半
ば
で
あ
る
。
若
い
人
の
人

口
増
と
し
て
、
子
育
て
支
援
策
と
ア

イ
デ
ア
を
凝
ら
し
た
つ
も
り
だ
が
、

ま
だ
足
り
な
い
施
策
が
、
何
点
か
考

え
ら
れ
る
。

若
い
人
が
集
い
、
子
供
た
ち
の
元

気
な
声
の
す
る
、
生
産
活
動
の
盛
ん

な
神
山
町
づ
く
り
の
た
め
、
も
う
一

度
町
民
の
た
め
汗
を
か
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
の
で
、
議
員
各
位
の
ご

支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

一 般 質 問

①県道の照明灯設置について

②町長の任期満了後の去就について

答弁（町長、建設課長）

森
本
吉
治
議
員

安全確保のため照明灯の設置が望まれる。
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質
問移移

住住
支支
援援
策策
にに
よよ
っっ
てて
、、
小小
学学
校校

のの
児児
童童
数数
にに
変変
化化
はは
ああ
っっ
たた
のの
かか
。。

答
弁
（（
教教
育育
次次
長長
））

移移
住住
支支
援援
策策
にに
よよ
りり
増増
加加
しし
たた
、、

各各
小小
学学
校校
のの
児児
童童
数数
はは
、、
広広
野野
小小
学学

校校
でで
全全
校校
児児
童童
数数
５５００
人人
中中
１１
名名
、、
神神

領領
小小
学学
校校
はは
全全
校校
児児
童童
数数
９９００
人人
中中
１１５５

名名
とと
なな
っっ
てて
いい
るる
。。

質
問現現

在在
、、
小小
学学
校校
２２
校校
、、
中中
学学
校校
２２

校校
でで
ああ
るる
がが
、、
今今
後後
のの
学学
校校
体体
制制
をを

どど
のの
よよ
うう
にに
考考
ええ
てて
いい
るる
のの
かか
。。

答
弁
（（
教教
育育
長長
））

広広
野野
小小
学学
校校
でで
はは
、、
次次
年年
度度
かか
らら

３３５５
名名
前前
後後
でで
推推
移移
すす
るる
とと
予予
想想
ささ
れれ

るる
。。
神神
領領
小小
学学
校校
でで
はは
、、
８８５５
名名
前前
後後

でで
推推
移移
すす
るる
とと
予予
想想
ささ
れれ
るる
。。

まま
たた
平平
成成
３３００
年年
にに
はは
、、
神神
山山
東東
中中

学学
校校
でで
はは
２２００
名名
とと
なな
るる
。。
神神
山山
中中
学学

校校
でで
はは
４４７７
名名
とと
なな
るる
。。
そそ
のの
よよ
うう
なな

状状
況況
下下
でで
はは
、、
専専
門門
教教
科科
のの
先先
生生
とと

かか
、、
部部
活活
動動
にに
支支
障障
がが
現現
れれ
てて
望望
まま

しし
いい
教教
育育
活活
動動
はは
難難
しし
いい
もも
のの
とと
考考

ええ
てて
いい
るる
。。

今今
後後
のの
学学
校校
体体
制制
にに
つつ
いい
てて
はは
、、

学学
校校
教教
育育
検検
討討
委委
員員
会会
のの
出出
しし
たた
、、

小小
学学
校校
２２
校校
、、
中中
学学
校校
１１
校校
のの
学学
校校

体体
制制
、、
そそ
れれ
かか
らら
道道
路路
のの
整整
備備
がが
進進

んん
だだ
ここ
とと
かか
らら
、、
小小
学学
校校
１１
校校
、、
中中

学学
校校
１１
校校
でで
小小
中中
一一
貫貫
校校
もも
考考
ええ
らら

れれ
るる
。。

現現
実実
的的
にに
はは
厳厳
しし
いい
面面
がが
ああ
るる
がが

教教
育育
委委
員員
会会
がが
主主
導導
しし
てて
、、
中中
学学
校校

１１
校校
にに
すす
るる
必必
要要
がが
ああ
るる
とと
思思
っっ
てて

いい
るる
。。

答
弁
（（
町町
長長
））

小小
学学
校校
２２
校校
、、
中中
学学
校校
１１
校校
体体
制制

とと
しし
、、
可可
能能
でで
ああ
れれ
ばば
どど
ちち
らら
かか
をを

小小
中中
一一
貫貫
校校
にに
すす
るる
とと
良良
いい
のの
でで
はは

なな
いい
かか
とと
いい
うう
考考
ええ
もも
ああ
るる
。。

質
問ＩＩ

タタ
ーー
ンン
者者
・・
ＵＵ
タタ
ーー
ンン
者者
をを
増増

やや
すす
、、
そそ
のの
たた
めめ
のの
町町
長長
のの
公公
約約
でで

ああ
るる
「「
若若
者者
定定
住住
住住
宅宅
建建
設設
」」
はは
進進

んん
でで
いい
るる
のの
かか
。。

答
弁
（（
町町
長長
））

基基
本本
構構
想想
をを
策策
定定
中中
でで
ああ
りり
、、
進進

んん
でで
いい
るる
。。
若若
者者
定定
住住
住住
宅宅
建建
設設
とと

空空
きき
家家
のの
斡斡
旋旋
のの
助助
成成
制制
度度
をを
活活
用用

しし
なな
がが
らら
、、
若若
者者
のの
定定
住住
施施
策策
をを
よよ

りり
進進
めめ
てて
いい
くく
。。

一 般 質 問

①移住、定住、永住策について

◎今後の小中学校体制

◎若者定住住宅建設

答弁（町長・教育長・教育次長）

木
元
史
幸
議
員

写真：神領小学校

��かかみみややまま議議会会だだよよりり
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平
成
２６
年
１１
月
７
日
、
高
知
県
民

文
化
ホ
ー
ル
に
於
い
て
第
５５
回
四
国

地
区
議
長
会
研
修
会
が
あ
り
、
相
原

議
長
、
事
務
局
長
と
出
席
し
た
。

「
日
本
の
政
治
の
行
方
」
毎
日
新

聞
専
門
編
集
員
、
与
良
正
男
先
生
、

「
シ
ル
バ
ー
Ｉ
タ
ー
ン
か
ら
２
年

半
・
釣
り
バ
カ
浜
ち
ゃ
ん
の
優
雅
な

高
知
ラ
イ
フ
」
南
国
生
活
技
術
研
修

や
す
し

所
代
表
黒
笹
慈
幾
先
生
。

何
故
、
浜
ち
ゃ
ん
は
高
知
に
移
住

し
た
の
か
。

一.

高
知
の
ラ
テ
ン
的
な
気
風
、
南

イ
タ
リ
ア
み
た
い
な
高
知
に
住
ん
で

み
た
い
と
思
っ
た
。

二.

肯
定
脳
と
楽
観
脳
の
組
み
合
わ

せ
、「
ノ
ー
テ
ン
キ
な
脳
、
脳
南
下

症
」
気
味
。
年
を
取
る
と
寒
い
と
こ

ろ
で
は
脳
が
働
か
な
い
。

高
知
の
人
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し

て
、
肯
定
脳
と
楽
天
脳
を
持
っ
て
い

る
。
お
金
が
な
く
て
も
悩
ま
な
い
。

女
性
に
生
活
力
が
あ
る
か
ら
、
男

性
は
の
ん
び
り
他
所
か
ら
来
た
人
と

と
こ
と
ん
接
触
す
る
。
県
民
所
得
全

国
最
下
位
で
も
動
じ
な
い
。
ラ
テ
ン

の
国
高
知
。
貧
乏
で
も
、
貧
し
く
な

い
ラ
テ
ン
南
イ
タ
リ
ア
。

三.
高
知
は
定
年
後
、
釣
り
師
に

と
っ
て
「
毎
日
が
釣
り
日
和
」
の
釣

り
の
女
神
に
選
ば
れ
た
地
で
あ
る
。

四.

夢
枕
獏
さ
ん
の
曰
く
。

海
よ
し
、
川
よ
し
、
ほ
ど
よ
き
文

明
の
あ
っ
て
、
人
生
の
後
半
戦
を
生

き
る
に
は
、
実
に
良
い
所
で
あ
る
。

高
知
で
は
嫌
い
な
人
と
は
、
口
を

き
か
な
く
て
も
い
い
、
仕
事
を
し
な

く
て
も
い
い
。

定
年
退
職
と
は
、「
嫌
い
な
や
つ

と
は
、
い
っ
さ
い
口
を
き
か
な
く
て

も
い
い
パ
ス
ポ
ー
ト
」
で
あ
る
。

定
年
移
住
は
、
今
ま
で
の
人
間
関

係
を
す
っ
ぱ
り
と
断
ち
切
る
、
快
感

が
あ
る
。
新
し
い
人
た
ち
と
新
し
い

人
間
関
係
を
、
ゼ
ロ
か
ら
作
り
直
す

楽
し
み
が
あ
る
。

高
知
で
は
野
菜
も
肉
も
魚
も
安
く

て
お
い
し
い
。
生
活
コ
ス
ト
も
安
い

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
断
然
楽
し

い
。「
国
内
マ
レ
ー
シ
ア
移
住
」
み

た
い
な
町
。

高
知
は
東
京
よ
り
も
自
然
が
近

い
。
人
間
最
後
は
土
に
帰
る
の
だ
か

ら
、
土
に
近
い
と
こ
ろ
で
暮
ら
す
べ

き
。高

知
で
は
、
田
舎
と
都
会
が
ほ
ど

よ
い
距
離
で
配
置
さ
れ
て
い
る
。
刺

激
的
な
田
舎
暮
ら
し
と
、
都
会
の
便

利
さ
の
両
方
を
安
価
に
手
に
入
れ
ら

れ
る
。

先
を
急
ぐ
旅
か
ら
、
先
を
急
が
な

い
旅
へ
。
悩
み
を
抱
え
た
旅
か
ら
刺

激
の
あ
る
生
活
へ
、
人
生
を
変
え
る

の
は
思
う
ほ
ど
難
し
く
な
い
。

先
生
の
お
話
を
聞
い
て
感
じ
た
こ

と
は
、「
高
知
に
一
度
住
ん
で
み
た

い
」

（
高
橋
和
男
）
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全
国
議
長
会
（
第
３９
回
豪
雪
地
帯

町
村
議
会
議
長
会
を
併
せ
て
開
催
）

は
１１
月
１２
日
、
東
京
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル

に
お
い
て
、「
町
村
の
さ
ら
な
る
振

興
発
展
を
め
ざ
し
て
」
を
メ
イ
ン

テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
た
。

開
会
式
は
、
参
議
院
議
長
、
総
務

大
臣
、
地
方
創
生
大
臣
等
の
挨
拶
ほ

か
、
国
会
議
員
が
入
れ
か
わ
り
立
ち

代
わ
り
と
紹
介
さ
れ
て
の
開
会
式
で

あ
っ
た
。

�
清
二
全
国
町
村
議
会
議
長
会
会

長
（
香
川
県
直
島
町
議
会
議
長
）
が

国
は
、
地
方
分
権
改
革
を
推
進
す
る

た
め
、
本
年
、「
第
４
次
一
括
法
」

��
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四国地区町村議長会研修会

町村議会議長全国大会
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を
制
定
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に

「
提
案
募
集
方
式
」
を
導
入
し
た

が
、
依
然
と
し
て
残
さ
れ
た
課
題
は

多
く
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
き
め
細
か

く
町
村
の
声
に
耳
を
傾
け
、
真
の
分

権
型
社
会
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
を
強

く
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
と
述
べ

る
。そ

の
後
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復

興
と
大
規
模
災
害
対
策
の
確
立
な
ど

１６
の
決
議
、
道
州
制
の
導
入
に
断
固

反
対
す
る
な
ど
５
件
の
特
別
決
議
案

が
提
案
、
決
議
さ
れ
た
。
ま
た
要
望

と
し
て
、
町
村
財
政
の
強
化
な
ど
２４

案
が
提
案
決
定
さ
れ
、
四
国
地
区
の

要
望
と
し
て
、「
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
の
早
期
整
備
及
び
道
路
イ
ン
フ

ラ
の
老
朽
化
対
策
に
つ
い
て
決
議
さ

れ
た
。

大
会
終
了
後
「
日
本
の
将
来－

農

山
村
と
都
市
の
共
生
」
と
題
し
、
東

京
大
学
名
誉
教
授
大
森
彌
氏
に
よ
る

特
別
講
演
が
あ
っ
た
。

１３
日
は
県
下
１６
町
村
の
議
長
等
と

と
も
に
埼
玉
県
嵐
山
町
議
会
を
訪
れ

議
会
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
の
中
で

議
会
活
性
化
委
員
会
等
、
議
会
の
活

性
化
に
か
か
る
組
織
の
設
置
及
び
活

動
状
況
等
に
つ
い
て
伺
っ
た
。

３
日
目
の
１４
日
は
茨
城
県
大
洗
町

議
会
、
議
会
活
性
化
へ
の
取
り
組
み

で
、
住
民
に
開
か
れ
た
議
会
、
住
民

に
信
頼
さ
れ
る
議
会
を
目
指
し
て
７

年
間
で
取
り
組
ん
だ
主
な
も
の
、
一

問
一
答
方
式
の
一
般
質
問
、
１
日
３

名
の
一
般
質
問
、
反
問
権
の
付
与
、

１
日
１
委
員
会
の
開
催
、
委
員
会
へ

の
町
民
の
傍
聴
、
傍
聴
者
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
、
各
会
議
へ
の
議
員
の
出
欠

席
の
公
表
、
各
常
任
委
員
会
で
の
係

長
に
よ
る
答
弁
、
各
年
度
事
業
の
進

捗
状
況
の
報
告
、
ス
ク
リ
ー
ン
を
活

用
し
て
の
一
般
質
問
等
大
き
な
成
果

が
み
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
、
有
意
義

な
研
修
で
あ
っ
た
。
（
相
原
浩
志
）

和
歌
山
県
紀
美
野
町
を
訪
問
し
て

紀
美
野
町
は
、
紀
伊
半
島
の
中
央

部
西
よ
り
和
歌
山
県
都
市
圏
に
位
置

し
た
、
面
積
２８
�
で
神
山
町
よ
り
や

や
狭
い
、
森
林
面
積
が
７５
％
、
農
地

が
１０
％
程
度
の
町
で
あ
る
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
き
み
の
定
住
を
支

援
す
る
会
」
が
中
心
と
な
り
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
と
も
ど
も
町
外
か
ら

の
移
住
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

◎
定
住
者
起
業
支
援

手
に
職
（
技
術
）
を
持
っ
た
人
の

定
住
支
援
等
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

神
山
町
の
交
流
・
定
住
に
取
り
組
ん

で
い
る
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
リ
ー
ン
バ

レ
ー
の
実
施
方
法
と
よ
く
似
て
い
る

と
感
じ
た
次
第
で
あ
る
。

◎
定
住
者
の
祭
へ
の
参
加

地
域
の
清
掃
、
消
防
団
、
冠
婚
葬

祭
の
手
伝
い
へ
の
参
加
等
、
地
域
住

民
と
の
交
流
を
よ
り
推
進
す
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
と
思
っ
た
。

◎
産
業
へ
の
取
り
組
み

産
業
面
で
は
、
町
産
物
の
生
姜
、

柚
子
、
梅
、
小
豆
等
を
使
っ
て
２７
品

目
の
加
工
品
を
、
加
工
グ
ル
ー
プ
、

嵐山町を視察

�
�
�
�
�
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「りら創造芸術高等専修学校」を視察
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業
者
（
会
社
）、
Ｊ
Ａ
等
で
作
り
販

売
し
て
お
り
、
六
次
産
業
化
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

神
山
町
も
ス
ダ
チ
、
梅
等
の
町
産

物
の
生
産
、
加
工
、
販
売
の
六
次
産

業
化
に
よ
り
強
力
に
町
、
Ｊ
Ａ
、
生

産
者
、
企
業
（
会
社
）
が
協
力
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

◎
施
設
利
用

紀
美
野
町
の
山
間
に
廃
校
舎
を
活

用
し
た
「
り
ら
創
造
芸
術
高
等
専
修

学
校
（
私
立
）」
が
開
校
し
て
お
り
、

芸
術
教
育
を
柱
に
芸
術
と
地
域
を
結

ぶ
教
育
に
力
を
注
い
で
い
る
。

そ
の
一
つ
と
し
て
、
地
域
で
途
絶

え
て
い
た
豊
作
を
祈
願
す
る
舞
や
民

俗
芸
能
の
復
活
を
学
校
と
地
域
住
民

の
協
力
で
実
施
し
た
よ
う
で
あ
る
。

本
町
も
人
形
浄
瑠
璃
、
獅
子
舞
、

棒
づ
き
等
の
継
承
、
雨
乞
い
舞
等
の

民
俗
芸
能
の
継
承
・
復
活
に
行
政
、

住
民
、
学
校
、
大
人
と
子
ど
も
、
老

人
と
若
者
が
一
体
と
な
っ
て
考
え
、

取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

本
町
に
は
休
校
校
舎
が
多
く
あ
る

こ
と
か
ら
、
県
内
外
の
大
学
等
の
研

究
機
関
、
ク
ラ
ブ
活
動
の
場
と
し
て

利
用
し
て
も
ら
う
こ
と
を
、
考
え
る

必
要
が
あ
る
。（
耐
震
工
事
を
ク
リ

ア
す
べ
き
問
題
は
あ
る
が
。）

ま
た
本
町
に
は
城
西
高
校
の
分
校

が
あ
る
が
、
造
園
土
木
の
専
門
の
独

立
校
に
し
て
、
全
国
よ
り
生
徒
を
募

集
し
て
、
日
本
庭
園
の
技
術
者
（
庭

師
）
を
養
成
す
る
と
い
う
夢
を
見
て

い
る
。
全
世
界
へ
日
本
庭
園
を
広
め

る
中
心
地
は
神
山
か
ら
と
、
夢
の
ま

た
夢
を
見
て
い
る
。
そ
の
実
現
の
た

め
に
協
力
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ

る
。

（
坂
口
一
之
）

ジ
ビ
エ
と
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
で

「
狩
猟
に
よ
っ
て
、
食
材
と
し
て
捕

獲
さ
れ
た
野
生
の
鳥
獣
」
で
あ
る
。

神
山
町
内
に
も
、
た
く
さ
ん
の
イ
ノ

シ
シ
や
シ
カ
が
生
息
し
、
農
林
作
物

に
多
大
な
被
害
を
与
え
て
お
り
、
こ

う
し
た
有
害
鳥
獣
を
捕
獲
し
食
肉
と

し
て
利
用
す
れ
ば
ジ
ビ
エ
料
理
の
高

級
な
食
材
と
な
り
地
域
の
資
源
と
な

る
の
で
は
と
の
観
点
か
ら
今
回
の
視

察
と
な
っ
た
。

和
歌
山
県
日
高
川
町
は
清
流
日
高

川
沿
い
の
町
で
、
御
坊
か
ら
１５
分
ほ

ど
山
間
地
に
入
っ
た
町
で
あ
る
。

人
ロ
１
０
５
０
０
人
で
、
森
林
面

積
が
８７
％
と
、
神
山
と
よ
く
に
た
地

域
環
境
で
あ
る
。
日
高
川
町
は
、
サ

ル
、
イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
に
よ
る
農
作

物
の
被
害
が
年
間
１
２
０
０
万
円
余

り
に
及
ぶ
と
の
事
で
あ
り
、
捕
獲
数

も
こ
の
５
年
間
で
倍
増
し
た
。
対
策

と
し
て
町
内
猟
友
会
会
員
１
６
６
名

に
依
頼
し
駆
除
を
し
て
も
ら
っ
て
い

る
。
そ
う
し
た
な
か
、
平
成
２２
年
に

駆
除
し
た
シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
を
食
肉

加
工
に
す
る
た
め
と
し
て
「
ジ
ビ
エ

工
房
紀
州
」
を
開
所
し
、
食
材
資

源
、
観
光
資
源
と
し
て
、
道
の
駅
、

ホ
テ
ル
、
飲
食
店
、
町
内
宿
泊
施
設

に
販
売
し
て
い
る
。

基
本
は
あ
く
ま
で
も
鳥
獣
外
対
策

と
し
て
ジ
ビ
エ
工
房
を
活
用
し
て
い

る
が
、
ジ
ビ
エ
が
町
の
特
産
品
と
な

る
事
も
あ
わ
せ
も
っ
て
い
た
。

（
森
本
吉
治
）

紀美野町役場美里支所での意見交換会
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神
山
中
学
校
、
神
山
東
中
学
校
の
２

年
生
を
対
象
に
、
町
政
に
関
し
て
討
議

す
る「
子
ど
も
議
会
」が
１１
月
２１
日
に
、

神
山
町
議
場
で
初
め
て
開
か
れ
た
。
両

中
学
校
か
ら
併
せ
て
２９
人
の
生
徒
が
出

席
し
、
議
長
・
副
議
長
役
を
除
く
２５
人

が
登
壇
し
た
。

質
問
内
容
は
、
中
学
校
の
統
合
に
つ

い
て
や
土
曜
授
業
に
つ
い
て
な
ど
町
政

に
深
く
関
わ
る
質
問
も
多
く
、
議
員
一

同
も
感
心
す
る
と
と
も
に
刺
激
を
受
け

た
。
今
後
も
「
子
ど
も
議
会
」
を
継
続

し
開
催
し
て
い
け
れ
ば
よ
い
と
思
う
。

議
会
の
動
き

１
月２

日

平
成
２７
年
神
山
町
成
人
式

４
日

神
山
町
消
防
出
初
め
式

２
月１３

日

県
町
村
監
査
委
員
連
絡
協

議
会
定
期
総
会

１６
日

勝
名
地
区
町
村
議
会
議
員

研
修
会

２７
日

勝
名
地
区
町
村
議
長
会
定

期
総
会

２７
日

徳
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編編 集集 後後 記記
あけましておめでとうございま
す。昨年末から今年初めにかけて、
各地で大雪に見舞われました。神山
町も例外なく雪の降る日が続きまし
たが、幸いにも大きな雪害もありま
せんでした。
しかしゲリラ豪雨や雪害といった
異常気象の起こる中、公助、共助、
自助といいますように町、地域そし
て各家庭でも防災意識を高め万が一
のときに備え、被害を最小限に食い
止める努力が大切であろうかと改め
て痛感しております。
議会だよりも皆様に読みやすくわ
かりやすくを心がけ取り組んでおり
ますので、ご意見や改善点があれば
お問い合わせ願います。
今後とも引き続きよろしくご指導
お願いいたします。 （五島準介）
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